
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2013

7月5日（金）、兵庫県民会館において「兵庫JCC創立30周年記念 第91回 国際協同組合デー・兵庫県記念大会」を開催。
県内の生協・農協（JA）・漁協（JF）・森林組合（JForest）の組合員や役職員をはじめ、約360人がつどいました。
第1部では4団体を代表し、JA兵庫中央会の石田 正 会長が挨拶されました。（関連記事P.3）
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当
組
合
は
1
9
5
5
年
（
昭
和
30
年
）
3
月

に
消
費
生
活
協
同
組
合
法
を
活
用
し
て
、
予
期

せ
ぬ
火
災
の
災
害
保
障
を
消
費
者
の
相
互
扶
助

の
精
神
で
行
お
う
と
い
う
考
え
の
も
と
に
発
足

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
時
代
の
流
れ
に
乗
り
、
あ
る
い
は

神
戸
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
交
通
共

済
や
、
医
療
共
済
な
ど
助
け
合
い
の
原
点
を
踏

ま
え
た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
当
組
合
の
事
業
基
盤
を
強
固
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
各
種
関
連
事
業
の
展
開

は
、
ま
さ
に
当
組
合
の
特
徴
的
な
歴
史
で
、
人

材
育
成
に
も
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
舞
子
ビ
ラ
の
管
理
運
営

や
、
神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
運
営
、
さ

ら
に
は
、
結
婚
式
場
の
運
営
や
、
そ
こ
か
ら
発

展
し
た
観
光
事
業
と
異
人
館
の
運
営
な
ど
が
あ

り
、
加
え
て
駐
車
場
事
業
な
ど
自
在
の
発
想
に

基
づ
く
組
合
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
協
法
の
改
正
で
兼
業
が
禁
止
と

な
り
本
年
4
月
よ
り
共
済
事
業
の
み
で
消
費
者

の
信
頼
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

保
険
会
社
は
じ
め
大
き
な
組
織
に
伍
し
て
組

合
員
の
期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
必
ず
よ
り
身
近
で
よ
り
加
入
し
や
す
い
商
品

の
開
発
は
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ

こ
そ
が
我
々
生
協
の
生
き
る
道
で
あ
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
早
や
2
年
が
過
ぎ

て
東
北
地
方
の
復
興
の
状
況
を
見
る
と
き
、
私

た
ち
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
も
の
と
し

て
は
18
年
前
を
思
い
出
し
て
他
人
事
で
は
な
い

思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

当
時
私
は
、
新
長
田
の
再
開
発
事
業
の
一
環

と
し
て
で
き
た
神
戸
デ
パ
ー
ト
（
神
戸
都
市
振

興
株
式
会
社
）
に
出
向
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

以
前
に
火
災
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

弱
っ
て
い
た
ビ
ル
の
柱
は
地
震
に
よ
り
座
屈
し

て
し
ま
い
、
ビ
ル
全
体
を
解
体
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
し
た
。
奇
跡
的
に
延
焼
を
免
れ
た
ビ

ル
を
除
き
周
辺
は
火
災
で
ほ
と
ん
ど
何
も
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
会
社
の
存
続
も
含
め
て
、
大

き
な
方
針
変
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
従
業
員
、
テ
ナ
ン
ト
、
地
権

者
、
神
戸
市
な
ど
の
関
係
者
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
会
社
の
新
た
な
方
向
を
決
め
進
め
て
行
き

ま
し
た
。

結
果
的
に
は
、
会
社
は
清
算
し
、
社
員
は
市

関
係
の
団
体
に
転
籍
し
、
跡
地
は
い
ま
復
興
再

開
発
ビ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
元
通
り
に
な
ら

な
い
以
上
、
状
況
に
応
じ
て
新
た
な
対
応
を
模

索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
た
り

前
で
あ
り
ま
す
。

同
様
に
法
の
改
正
を
受
け
当
組
合
も
本
業
で

の
発
展
に
、
こ
れ
か
ら
必
死
で
取
り
組
ん
で
行

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い

し
ま
す
。

神戸市民生活協同組合　専務理事
兵庫県生活協同組合連合会　理事

眞田　尚
（さなだ・ひさし）

新たな旅立ちに思う
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第91回
国際協同組合デー

兵庫県記念大会を開催
テーマ『協同の力で未来を拓く』
〜協同組合がよりよい社会を築きます〜

第91回国際協同組合デー兵庫JCC宣言
2013年、兵庫JCCは創立30周年を迎えます。これまでの30年の歩みの中に、平和
とよりよい生活をめざす協同組合運動の理念、全国の協同組合運動ならびに海外協同組
合運動との連携などを再確認し、改めて、ここに協同組合関係者の団結を呼びかけます。
東日本大震災と福島の原発事故から2年が過ぎました。被災された皆様に心からお見
舞いを申しあげます。発災以来、私たち協同組合関係者は事業と活動を通じて様々な被
災地支援活動に取り組みました。今後も被災地に寄り添い息の長い支援活動を進めてま
いります。
今日、世界人口は70億人を超え、10億人以上が飢餓に苦しみ、食糧、環境、平和に
関する持続可能な国際社会には程遠い状況です。国連はこのような状況に対して、「協
同組合がよりよい経済・社会の建設に大きく貢献できる」と評価し、その発展を各国政
府と国民に訴えるため2012年を国際協同組合年に定めました。
私たちは国連決議の期待に応えるため、東日本大震災被災地での地域コミュニティの
再生、高齢者単身世帯の孤立防止、エネルギー・環境問題、自然災害への備えなどにつ
いて取り組みました。2013年以降も自立と連帯の精神を礎に、協同組合間連携による
助け合いのネットワークを広げていかなければなりません。
本日、第91回国際協同組合デー・兵庫県記念大会の開催にあたり、生協、農協、漁
協、森林組合など兵庫県内の協同組合に集う私たちは、ともに生きる社会を前進させる
とともに、「協同のカで未来を切り拓く」をスローガンに、協同組合運動の発展をめざし、
一層努力していくことをここに宣言します。

2013年7月5日� 兵庫JCC創立30周年記念第91回国際協同組合デー兵庫県記念大会

兵庫JCC＝
兵庫県協同組合連絡協議会＝とは

【Hyogo-ken Joint Committee of 
Co-operatives】

　兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC）
は、兵庫県下の生協、JA（農協）、JF（漁協）、
JForest（森林組合）の4協同組合の相互交
流と連携強化を目的に、第62回（1984年）
の協同組合デーを機に設立したもので、本
年で30周年を迎えました。

併せて開催された「第30回兵庫JCC委員会」

JCC宣言を読み上げる
生活クラブ都市生活

山下 尚子 理事長

世
界
の
協
同
組
合
に
携
わ
る
人
々
が
、
平
和
と
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く

た
め
に
運
動
の
前
進
を
誓
い
合
う
「
国
際
協
同
組
合
デ
ー
」
は
、
毎
年
7

月
の
第
1
土
曜
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
で
は
毎
年
7
月
の
第
1

金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
日
に
、
第
30
回
兵
庫
J
C
C
委
員

会
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
、各
協
同
組
合
（
連
合
会
）
の
ト
ッ
プ
が
参
加
し
、

活
動
報
告
お
よ
び
年
度
方
針
の
確
認
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
冨
永 

裕
子
さ
ん
（
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
）
の
司

会
で
開
幕
。
兵
庫
県
、
神
戸
市
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ

め
、
合
わ
せ
て
3
6
0
名
が
参
加
。
会
場
は
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、
主
催
4
団
体
を
代
表
し
て
兵
庫
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
・
石
田 

正 

会
長
（
兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
副
会

長
）
が
挨
拶
。
続
い
て
、
兵
庫
県 

農
政
環
境
部
部
長 

伊
藤 

聡 

様
、
神

戸
市 

産
業
振
興
局
局
長 
谷
口 

時
寛 

様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

後
に
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活 

理
事
長 

山
下 

尚
子

様
が
「
第
91
回 

国
際
協
同
組
合
デ

ー
兵
庫
J
C
C
宣
言
」を
読
み
上
げ
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
ア
ニ
メ
を
通
し
て

自
然
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
結
成
さ
れ
た
「
メ
ダ
カ
の
コ
タ
ロ

ー
劇
団
」
が
「
み
ん
な
で
里
海
を
守

ろ
う
！
〜
海
は
み
ん
な
の
も
の
、
森

も
川
も
た
め
池
も
田
ん
ぼ
も
山
も
み

ん
な
の
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
公
演
。

続
い
て
、
二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）

よ
り
7
代
目
子
孫
、
現
在
、
国
際
二

宮
尊
徳
思
想
学
会
常
務
理
事
、
関
西

学
院
大
学
講
師
の
中
桐 

万
里
子
様

が
「
つ
な
ご
う　

新
し
い
明
日
へ
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
。
農
村
復
興

の
指
導
者
で
あ
っ
た
金
次
郎
の
人
柄
に
ふ
れ
、「
人
間
に
は“
知
恵
”と“
工

夫
”
と
い
う
素
晴
ら
し
い
力
が
あ
る
」
と
話
さ
れ
、
会
場
の
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

7
月
5
日
㈮ 

兵
庫
県
民
会
館
　
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議

会
（
兵
庫
J
C
C
）
を
組
織
す
る
生
協
、
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
の
主
催
に
よ
り
「
兵
庫

J
C
C
3
0
周
年
記
念 

第
91
回
国
際
協
同
組
合
デ
ー
・
兵
庫
県
記
念
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

かわいいキャラクターが登場するメダカのコタロー劇団

講演される
中桐 万里子 様

兵庫県農政環境部
伊藤 聡 部長

兵庫JCC創立30周年記念

神戸市産業振興局
谷口 時寛 局長
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6
月
28
日
（
金
）
豊
岡
市
土
渕
の
円
山

川
運
動
公
園
で
、
2
0
1
3
年
支
部
対
抗

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

4
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
但
馬
地
域

内
の
9
支
部
か
ら
15
チ
ー
ム
86
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
毎
回
参
加
の
方
も
多
数
お
ら

れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
大
会
史
上
最
高

の
、
19
人
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
8
ホ
ー
ル
を
、
少
な
い
打

数
で
ま
わ
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。但
し
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
最
後
に
3
点
減
ら
す

の
で
、
勝
敗
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

2
ゲ
ー
ム
し
た
結
果
、
優
勝
チ
ー
ム
は

合
計
2
4
4
点
で
し
た
。
各
支
部
で
練
習

会
を
す
る
な
ど
、
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
お
り
、
た
じ
ま
医
療
生
協
で
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

集
計
待
ち
の
時
間
は
、
15
メ
ー
ト
ル
先

の
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
1
打
で
入
れ
る
こ
と

を
め
ざ
す
、「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
」

が
行
わ
れ
、歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
、
表
彰
式
の
時
に
は

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
競
技
は
順
調

に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
秋
の
大
会
は
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
出
す
で
」
と
意
気
込
み
を
語

る
方
も
お
ら
れ
、
笑
い
声
が
響
く
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

（
通
信
員
　
春
木
圭
介
）

2
0
1
2
年
度
事
業
と
し
て
建
設
を
進

め
て
き
た
『
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
め
が
』

が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。『
め
が
』
の

1
階
は
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
、
2
階
と

3
階
は
姫
路
医
療
生
協
で
は
初
め
て
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
。

6
月
27
日
（
木
）
に
現
地
で
開
所
式
を

行
い
、
約
2
5
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
荻
野
俊
夫
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、
地
元
の
自
治
会
長
と
、
近
隣
の

飾
磨
高
等
学
校
の
校
長
か
ら
祝
賀
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
『
ほ
こ
ほ
こ
』
に

よ
る
太
鼓
の
演
奏
と
つ
づ
き
、
会
場
の
祝

賀
ム
ー
ド
は

高
ま
り
ま
し

た
。『

福
祉
介

護
セ
ン
タ
ー

め
が
』
が
、

地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
の
役

割
を
担
い
、

相
互
連
携
に

よ
っ
て
地

域
社
会
の

発
展
に
貢

献
す
る
こ

と
を
、
地

域
の
み
な

さ
ま
か
ら

期
待
さ
れ

て
い
る
と

実
感
で
き

た
開
所
式

で
し
た
。

式
典
終

了
後
は
施
設
の
見
学
会
と
な
り
、
参
加
者

は
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
デ
イ
ル
ー

ム
や
宿
泊
室
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
明
る

い
居
室
や
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
リ
ビ

ン
グ
、
特
殊
浴
槽
を
備
え
た
浴
室
、
広
い

テ
ラ
ス
な
ど
を
、『
め
が
』
の
ス
タ
ッ
フ

の
説
明
の
も
と
、
じ
っ
く
り
と
見
て
回
り

ま
し
た
。

7
月
1
日
の
オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
者
の
方
々
の
引
っ
越

し
作
業
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
岡
田
佐
織
）

2
0
1
3
年
支
部
対
抗

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

『
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
め
が
』
オ
ー
プ
ン
！
　

6
月
27
日
に
開
所
式
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6
月
9
日（
日
）、福
田
小
学
校
内
に
て
、

「
第
11
回
福
田
わ
い
わ
い
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
福
田
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
さ
れ
る
催

し
で
す
。
各
種
同
好
会
に
よ
る
民
踊
や
カ

ラ
オ
ケ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
チ

ア
ダ
ン
ス
や
バ
ト
ン
な
ど
様
々
な
催
し
を

行
う
文
化
的
催
し
で
、
神
戸
市
民
生
協
は

今
回
が
初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
お
天
気
も
よ
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
会
場
は
多
く
の
出
演
者
や
参
加
者
の

方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

神
戸
市
民
生
協
も
医
療
共
済
・
火
災
共

済
・
交
通
災
害
共
済
・
こ
ど
も
共
済
を
紹

介
し
た
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た

ほ
か
、
同
時
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
キ
ャ
ン

デ
ー
の
配
布
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

立
ち
寄
ら
れ
た
市
民
の
方
々
か
ら
は

「
医
療
共
済
に
は
高
齢
で
も
入
れ
ま
す
か
」

「
神
戸
市
民
生
協
の
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
よ
」
な
ど

の
ご
質
問
や
お
声
が
け
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
市
民
生
協
の
医
療
共

済
は
、
こ
の
7
月
よ
り
さ
ら

に
高
齢
の
方
に
も
利
用
し
や

す
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今

後
も
幅
広
い
年
代
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
地
域
に
根
差
し
た

P
R
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
鹿
田
裕
子
）

PR活動を熱心に行う生協職員

「
福
田
わ
い
わ
い
祭
り
」
で
事
業
を
紹
介

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

協同組合の仲間と交流し、未来を考えませんか

「兵庫における
ポスト国際協同組合年を考える集い」

兵庫JCC創立30周年記念行事です。
次世代の職員が集い、お互いの事業と活動を知り、事業連携の可能性を切り拓きましょう。

＊ 兵庫JCCは生協、JA（農協）、JF（漁協）、JForest（森林組合）の4つの協同組合が
　1984年に設立した兵庫県協同組合連絡協議会の略称です。

▪日　時　8月26日（月）9時30分〜17時（JR明石駅集合）
▪内　容　明石浦漁協競り市、JA直売所（六甲のめぐみ）、
　　　　　協同学苑史料館などを視察
▪対　象　40歳までの会員生協 職員
▪定　員　30人（先着順）
▪参加費　無料（昼食付）
▪お申し込み・お問い合わせ　兵庫県生協連
　　　　　　　　　　　　　　電話：078－391－8634
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（財）兵庫県水産振興基金Ｊ
Ｆ JA グループ兵庫Ｊ

Ａ

兵庫県青協がTPPについて
意識調査を実施

関西学院大学のゼミで漁業者が講演
〜水産物の魅力を知ってもらおうと学生らと交流〜

兵庫県農協青壮年部協議会（水澤辰也委員長）
は、 6 月15日、全国農協青年組織協議会のTPP
にかかる全国一斉活動の一環として、JA兵庫六
甲農産物直売所「パスカルさんだ一番館」におい
て、地域住民を対象にTPPに関する意識調査を
実施しました。

調査は、盟友が地域住民とともにTPPについ
て考えることを目的に100人を対象に実施しまし
た。「TPPに賛成ですか、反対ですか」との問い
には、約 6 割が「分からない」と回答。賛成は
16％、反対は25％でした。TPPに関する情報開
示、説明が不十分であることが浮き彫りになりま
した。また、「TPPに参加することによって、ど
のような影響があると思いますか」の問いには、
5 割が「輸入品の価格低下」をあげる一方で、
5 割が「食の安全性の低下」をあげ、食生活へ
の影響に不安を感じていることが分かりました。

今回の調査を踏まえ、同協議会では、今後も地
域住民とともに地域農業と食について考える活動
に取り組むことにしています。

6 月18日（火）、西宮市の関西学院大学におい
て摂津播磨地区漁協青壮年部連合会（大角 生馬
会長）主催の「平成25年度 関西学院大学消費流
通検討交流会」が開催されました。この会は、同
大学文学部 田和 正孝教授と大角会長との間で話
が持たれ、学生に漁業の現状を伝えるとともに、
試食も踏まえて水産物の魅力を知ってもらうこと
を目的としたものです。

当日は田和教授のゼミ生（ 3 回生）14名のほか、
漁青連のメンバーらあわせて25名が教室に集ま
りました。大角会長は約 1 時間にわたり、普段の
操業の様子にはじまり、資源保護の取り組みや、
魚食普及・植樹活動とその考え方などについて話
をし、「これからは魚を獲るだけでは駄目。資源
管理や獲れた魚の販売方法など、今何が出来るの
かを考えることが必要」と締めくくりました。ま
た田和教授は「直接漁業者から話を聞くことは
学生にとってとても貴重な体験。聞いた話は自分
たちの環境や食文化を考えることに役立つ」とさ
れ、今後も交流が続くことに期待をされました。

講義の後、学内の食堂での昼食となり、同漁青
連が用意したシラス、アナゴ、ノリなどの加工品
が並べられ、ゼミ生らはご飯の上に乗せて食べな
がら、意見交換を行いました。塩茹でしたエビな
どは大好評で、試食をした同大学生協の担当者も

「学食で使ってみたい」と高い評価をいただき、
有意義な食事会となりました。

同漁青連では、今後、同大学と得た繋がりを生
かして、意見交換やイベントなどで水産物のPR
を行っていき、交流を深めたいとしています。

田和教授と討論する大角会長

どの料理も好評でした！

TPPに関する意識調査を実施する兵庫県青協の盟友
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最近の消費生活相談事例

息子あてに届いた
債権回収会社の請求
〜代わりに支払わなくてはならないか〜

事　例

息子あてに債権回収会社から支払い請求通知が届いた。「債権を譲

り受けた。支払い方法については話し合いで解決したいので3日以内

に連絡するように。連絡がない場合、自宅に訪問する。また銀行口

座、給与等を差し押さえの対象として回収する。」と記載がある。現

在、息子とは連絡が取れない状態で私は連帯保証人にはなっていな

い。息子に代わって支払わなくてはならないか。

【アドバイス】

事例の場合、家族であっても保証人等になっていなければ支払う必要はありませ

んので、きっぱり断りましょう。

本人に対する請求についても、債権回収会社から請求を受けたが身に覚えがない、

というケースがあります。架空請求の手段として債権回収会社をかたる場合もある

ので注意が必要です。

債権回収会社とは、回収が困難になった債権を譲り受けたり、回収を請け負う事

業者で、法務大臣の許可が必要です。たとえ債務があっても請求内容が不明なもの

は、まず請求してきた債権回収会社が法務大臣の許可を受けている事業者か確認し

てください。また名称が同じでも正規業者をかたっている場合もありますので、電

話番号等の確認も必要です。

なお、「裁判所からの支払督促」や「少額訴訟の呼出状」と思われる場合は、書

類の真偽の判断が難しいので、放置しないで消費生活センターに相談しましょう。

（兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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サ
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「
兵
庫
に
お
け
る
ポ
ス
ト
国
際
協
同
組

合
年
を
考
え
る
集
い
」

	

（
明
石
・
神
戸
・
三
木
）

編
集
後
記

今
年
の
「
国
際
協
同
組
合
デ
ー
・
兵
庫
県
記

念
大
会
」
は
二
宮
尊
徳
7
代
目
子
孫
、
中
桐
万

里
子
氏
を
お
迎
え
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
た
ち
（
私
？
）
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
二

宮
金
次
郎
」
氏
は
、
よ
く
学
校
で
見
か
け
た
銅

像
そ
の
ま
ま
の
「
薪
を
背
負
っ
て
本
を
読
む
少

年
」。
し
か
し
、
講
演
の
冒
頭
、「
二
宮
金
次
郎

は
1
8
2
㎝
、
94
㎏
」
と
聞
い
て
、
び
っ
く
り
！

イ
メ
ー
ジ
の
思
い
込
み
と
い
う
も
の
を
反
省
し

ま
し
た
。
☆
さ
て
、
暑
い
毎
日
で
す
。
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
誘
惑
と
闘
い
、
体
重
計
が
追
い
か
け

て
く
る
夢
を
見
な
が
ら
蒸
し
暑
い
夜
を
過
ご
し

て
も
、「
夏
バ
テ
」「
食
欲
不
振
」
と
い
う
言
葉

は
私
の
“
辞
書
”
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
！
み

な
さ
ま
も
お
身
体
を
大
切
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。	

（
中
尾
）

世界の貧困や紛争にあえぐ国々で医療支援や心のケアを行っているNPO
団体。世界中で起こる様々な災害時にも緊急支援を行っています。
2011.3.11、東日本大震災では直接津波の被害を受けましたが、直後か

ら地元宮城県名取市で医療支援や心のケアを行い、現在も継続しています。
世界各地での経験を活かし、多くの人に世界の出来事を伝える「地球のス

テージ」公演は、1996年の初演から2500回を超えました。

What's ？

医師・桑山紀彦さんが体験した「地球の今」を、映像と
語り、オリジナルの歌で綴るコンサート。どんな状況でも
悲しみを笑顔に変える、人間の生きるエネルギーを、あな
たの五感で感じてください。

未来へ  ともに

お問い合せ：地球のステージ神戸実行委員会（兵庫県ユニセフ協会内）
	 電話	…	078－435－1605　FAX	…	078－451－9830

と　き：2013.8.24 （土）

 13時開場　13時30分開演

ところ：コープこうべ生活文化センター 2 階ホール
 神戸市東灘区田中町 5-3-18（JR 住吉駅下車南東へ徒歩 8 分）

参加費：大人 1200 円 （当日 1500 円）
 高校生以下　　　500 円
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